
２
０
１
１
年
モ
ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
超

（
順
不
同
）

環境関連部品賞

健康・医療機器部品賞

生
活
関
連
部
品
賞

國
本
工
業
浜
松
市
東
区

製
造
原
価
・
エ
ネ
半
減

ＰＩＰＥ，ＴＵＲＢＯＯＩＬＮｏ１ＰＩＰＥ，ＴＵＲＢＯＯＩＬＮｏ２
　
國
本
工
業
が
開
発
し
た
自

動
車
エ
ン
ジ
ン
周
辺
用
部
品

パ
イ
プ
タ
ー
ボ
オ
イ
ル

は
、
既
存
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

鋳
物
部
品
と
比
べ
て
、
製
造

原
価
と
製
造
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

半
減
し
た
。
一
般
的
な
鋼
管

Ｓ
Ｔ
Ｋ
Ｍ

Ａ
を
特
殊
な

金
型
を
使
っ
た
プ
レ
ス
加
工

に
よ
り
、
部
分
的
に
幅
を
広

げ
た
り
、増
肉
し
た
り
、約

度
曲
げ
た
り
す
る
こ
と
で
実

現
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
製

造
コ
ス
ト
削

減
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
既
存
の
ア

ル
ミ
部
品
に

比
べ
、
電
気

炉
を
使
用
し

な
い
た
め
使

用
電
力
を
大

幅
に
削
減
で

き
る
。
金
属

の
溶
解
と
凝
固
に
か
か
る
時

間
も
な
い
た
め
、
生
産
効
率

も
大
幅
に
向
上
。
材
料
も
ア

ル
ミ
か
ら
鋼
管
に
し
て
コ
ス

ト
を
削
減
し
た
。
プ
レ
ス
加

工
に
よ
る
鋼
管
の
拡
幅
は
最

大
で
約
２
倍
の

。
同

様
の
技
術
は
自
動
車
部
品
の

各
種
装
置
の
軽
量
化
や
一
体

構
造
化
、
製
造
エ
ネ
ル
ギ
ー

削
減
に
応
用
可
能
で
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
に
提
案
し
て
い

る
。

日
本
ル
ツ
ボ

煙
の
発
生
を
抑
え
る

坩堝式省エネ型アルミリサイクル炉―エコカバリー
　
日
本
ル
ツ
ボ
は
煙
の
発
生

を
抑
え
て
ア
ル
ミ
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
ル
ツ
ボ
式
の
省
エ

ネ
炉
「
エ
コ
カ
バ
リ
ー
」
を

開
発
し
た
。

　
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
の
不

良
品
や
切
削
加
工
の
切
り
粉

を
溶
か
し
て
再
利
用
す
る
際

に
樹
脂
や
切
削
油
な
ど
付
着

物
か
ら
煙
が
発
生
す
る
。
従

来
は
前
処
理
で
付
着
物
を
取

り
除
く
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
余
分
な
コ
ス
ト
が
発
生
し

て
い
た
。
「
エ
コ
カ
バ
リ

ー
」
は
発
生

し
た
煙
を
炉

の
中
に
還
流

さ
せ
、
煙
の

熱
を
溶
解
に

利
用
。
酸
化

に
弱
い
ア
ル

ミ
を
煙
で
包

み
、
品
質
を

保
っ
て
リ
サ

イ
ク
ル
の
歩
留
ま
り
を
上
げ

る
。

　
価
格
は
約
１
５
０
０
万
―

２
５
０
０
万
円
。
重
量
は
約

１
・
５

で
、
ル
ツ
ボ
を
採

用
し
て
重
量
を
抑
え
、
生
産

ラ
イ
ン
の
中
に
設
置
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
岡
田
民
雄
会

長
は
「
中
国
や
タ
イ
の
ダ
イ

カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー
は
ア
ル
ミ

切
り
粉
の
処
理
に
困
っ
て
い

る
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
海

外
に
展
開
し
た
い
」
と
語

る
。

ニ
シ
ム
ラ
大
阪
府
八
尾
市

部
屋
全
体
を
美
し
く

隠し丁番（アーチ　ステルス丁番）
　
ニ
シ
ム
ラ
は
ド
ア
用
丁
番

で
国
内
６
割
以
上
の
シ
ェ
ア

を
持
つ
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
。

扉
を
閉
め
る
と
回
転
軸
な
ど

の
部
品
が
全
く
見
え
な
く
な

る
「
隠
し
丁
番
」
を
開
発
し

た
。
ド
ア
が
す
っ
き
り
と
見

え
、
部
屋
全
体
に
美
し
い
印

象
を
生
む
の
が
特
徴
だ
。

　
全
て
の
金
属
部
品
を
プ
レ

ス
加
工
で
製
造
し
、
量
産
性

の
向
上
や
小
型
軽
量
化
に
成

功
。
価
格
は
既
存
品
の
半
額

以
下
を
実
現
し
た
。
荷
重

で

万
回
開
閉
と
い
う

日
本
工
業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ

の
２
倍
の
基
準
で
テ
ス
ト
し

耐
久
性
も
実
証
し
た
。

　
国
内
の
住
宅
建
築
現
場
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
作
業
者

１
人
で
も
取
り
付
け
、
調
整

が
で
き
る
よ
う
施
工
性
を
追

求
。
扉
と
ド
ア
枠
の
隙
間
を

５

と
従
来
よ
り
狭
く
し

て
、
子
供
が
指
を
挟
む
危
険

を
減
ら
し
た
。

　
今
後
、
ホ
テ
ル
の
客
室
、

オ
フ
ィ
ス
の
応
接
室
や
マ
ン

シ
ョ
ン
で
採
用
が
進
む
と
見

ら
れ
る
。

竹
中
工
務
店

地
震
力
を
受
け
流
し

伝統木造建築用超塑性亜鉛アルミ合金制震ダンパー
　
竹
中
工
務
店
が
開
発
し
た

「
伝
統
木
造
建
築
用
超
塑
性

亜
鉛
ア
ル
ミ
合
金
制
震
ダ
ン

パ
ー
」
は
、
地
震
力
を
し
な

や
か
に
受
け
流
し
て
文
化
的

価
値
の
あ
る
伝
統
木
造
建
築

物
を
守
る
。
「
超
」
塑
性
と

い
う
こ
と
ば
か
ら
も
連
想
さ

れ
る
よ
う
に
、
使
用
す
る
亜

鉛
ア
ル
ミ
合
金
は
室
温
で
も

飴
の
よ
う
に
伸
び
る
金
属
材

あ
め料

。
免
震
材
料
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
鉛
や
制

震
材
料
の
低
降
伏

点
鋼
と
比
較
し
て

も
５
―

倍
の
延

性
が
あ
る
。

　
取
り
付
け
位
置

は
外
観
か
ら
は
分

か
ら
な
い
柱
と
梁は

り

の
仕
口

交
差

部
。
軟
ら
か
い
木

造
架
構
の
特
性
に

合
わ
せ
た
円
弧
状

で
、
超
塑
性
の
た

め
大
地
震
を
経
て

も
ほ
と
ん
ど
性
能
が
劣
化
し

な
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ

ー
。
地
震
力
は
主
に
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
吸
収
さ
れ
、

柱
や
梁
の
損
傷
を
回
避
す

る
。

　
ダ
ン
パ
ー
に
よ
り
地
震
時

の
揺
れ
を

％
程
度
低
減
。

寺
社
仏
閣
建
築
で
３
件
の
施

工
実
績
が
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
で
も
威
力
を
発
揮
し

た
。

東
レ

治
療
の
負
担
を
軽
減

トレミキシンＰＭＸ―Ｒ
　
東
レ
の
「
ト
レ
ミ
キ
シ
ン

Ｐ
Ｍ
Ｘ
―

Ｒ
」
は
、
敗
血

症
の
原
因
と
な
る
血
液
中
の

エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
を
体
外
循

環
に
よ
っ
て
取
り
除
く
吸
着

型
血
液
浄
化
器
。
今
回
開
発

し
た
Ｐ
Ｍ
Ｘ
―

Ｒ
は
、
体

外
循
環
す
る
血
液
流
量
を
少

な
く
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
よ
う
な
体
の
小
さ
な
患
者

が
従
来
よ
り
少
な
い
負
担
で

治
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
。

敗
血
症
は
感
染
し

た
細
菌
の
毒
性
成

分

エ
ン
ド
ト
キ

シ
ン

を
主
因
と

し
た
疾
患
で
、
致

死
性
が
高
い
。

　
繊
維
表
面
に
抗

生
物
質
を
固
定
化

し
、
容
器

カ
ラ

ム

に
充
填
す

て
ん

じ
ゅ
う

る
。内
部
を
通
過

す
る
血
液
へ
の
圧
力
損
失
や

滞
留
時
間
の
変
化
に
よ
る
血

液
凝
固
な
ど
に
留
意
し
、
循

環
す
る
血
液
の
流
速
と
カ
ラ

ム
の
性
能
を
最
適
化
す
る
こ

と
で
、
こ
の
カ
ラ
ム
を
従
来

品
よ
り
小
型
化
し
た
。
こ
れ

ま
で
ト
レ
ミ
キ
シ
ン
の
治
療

を
断
念
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

小
児
や
未
熟
児
に
も
、
適
用

で
き
る
可
能
性
を
広
げ
た
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 １２月６日 火曜日 　　


